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明
治
大
学
の
活
動
報
告

脳
情
報
通
信
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
拡
張
技
術
の

社
会
実
装
に
関
す
る
日
韓
共
同
研
究

２
０
２
３
年
７
月
30
日
か
ら
８
月
９
日
に
か
け
て
、

韓
国
の
高
麗
大
学
校
か
ら
教
員
１
名
、
学
部
生
４
名
、

大
学
院
生
５
名
の
計
10
名
が
明
治
大
学
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
・
理
工
学
部
を
訪
問
し
、
理
工
学
部
電
気
電
子

生
命
学
科
の
教
員
お
よ
び
明
治
大
学
研
究
・
知
財
戦

略
機
構
の
博
士
研
究
員
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
電
気

電
子
生
命
学
科
・
機
械
情
報
工
学
科
・
応
用
化
学
科

お
よ
び
総
合
数
理
学
部
先
端
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
の
学
生
10
名
と
共
同
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
学
と
高
麗
大
学
は
１
９
９
５
年
に
大
学
間
で
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
同
校
と
の

今
後
の
継
続
的
連
携
、
ま
た
将
来
的
に
博
士
後
期
課

程
や
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
で
の
交
換
留
学
や
、

二
国
間
交
流
事
業
の
さ
ら
な
る
実
施
等
の
発
展
的
関

係
構
築
を
行
う
た
め
の
、
研
究
交
流
の
第
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。

生
体
信
号
処
理
を
学
ん
で
い
る
高
麗
大
学
の
学
生

た
ち
と
、
Ⅴ
Ｒ
技
術
を
学
ん
で
い
る
明
治
大
学
の
学

生
た
ち
の
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
脳
活
動
に
よ
る
Ⅴ
Ｒ
空
間
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
拡
張
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

初
日
は
脳
活
動
や
生
体
信
号
処
理
に
つ
い
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
と
脳
波
計
測
の
実
習
、
明
治
大
学
の
学
生
が

制
作
し
た
Ｖ
Ｒ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
を
行
っ

た
の
ち
、
日
韓
学
生
６
名
ず
つ
か
ら
な
る
３
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
作
成
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
想

を
立
て
ま
し
た
。
翌
日
か
ら
は
チ
ー
ム
ご
と
に
生
体

計
測
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
予
備
デ
ー
タ
取
得
な
ど

を
通
じ
て
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
毎
日
、
指
導
教
員
を
含
め
た
チ
ー
ム
ご
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

課
題
を
明
確
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
８
月
５
日
に
日
本
科
学
未
来
館
の
見

学
、
８
月
６
日
に
は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
て

い
た
明
治
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
参
加
し
、

日
本
の
科
学
技
術
や
大
学
行
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

８
月
８
日
に
は
成
果
発
表
会
を
行
い
、
学
内
の
教

員
や
学
生
も
参
加
し
て
熱
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
第
１
班
は
定
常
誘
発
視
覚

電
位
反
応
を
応
用
し
た
研
究
を
行
い
、
Ｖ
Ｒ
空
間
内

の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
る
だ
け
で
コ
マ
ン
ド
入
力
の

で
き
る
意
思
伝
達
装
置
に
つ
い
て
発
表
。
第
２
班
は

Ｖ
Ｒ
空
間
内
で
恐
怖
を
引
き
立
て
る
映
像
を
視
聴
し
、

恐
怖
度
に
応
じ
て
ア
バ
タ
ー
の
表
情
が
変
化
す
る
意

思
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
第
３
班

は
Ｖ
Ｒ
空
間
内
で
行
う
認
知
的
作
業
（
ゲ
ー
ム
）
を

行
っ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
集
中

度
を
脳
活
動
か
ら
検
出
し
、
作
業
の
難
易
度
や
エ
フ

ェ
ク
ト
な
ど
を
変
化
さ
せ
て
ユ
ー
ザ
ー
の
能
力
を
最

大
限
に
引
き
出
す
適
応
型
作
業
空
間
に
つ
い
て
の
提

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
389
回

＝
特
別
連
載
＝

小野	弓絵
（明治大学　　　
理工学部教授）

日本科学未来館を見学
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案
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
修
了
式
を
行
い
、
参
加

者
に
は
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
共
同
作
業

は
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
お
互
い
慣
れ
な
い
英
語
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
始
め

は
緊
張
し
た
雰
囲
気
で
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
て
友
情
も
深
ま
り
、
最
終
日
に
は
参
加
学
生
の
ほ

と
ん
ど
が
空
港
ま
で
高
麗
大
学
の
学
生
を
見
送
り
に

出
向
く
な
ど
強
い
絆
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
１

週
間
あ
ま
り
の
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
で
相
手
国

の
教
員
と
も
充
分
な
情
報
交
換
が
で
き
、
現
在
も
月

に
１
度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
継
続
し
て
持
続
的
な
共

同
研
究
へ
の
接
続
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
学
の
学
生
た
ち
も
、
普
段
の
学
習
や
研
究
活
動

に
お
い
て
英
語
の
重
要
性
は
頭
で
よ
く
理
解
し
て
い

た
は
ず
で
す
が
、
実
際
に
目
の
前
の
相
手
に
意
見
を

伝
え
、
協
働
す
る
と
い
う
機
会
を
通
じ
て
、
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。
か
く
い
う
私
も
修
士
１
年
の
時

に
初
め
て
行
っ
た
国
際
会
議
で
、
自
分
の
発
表
に
質

問
さ
れ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
の
に
答
え
が
な
か
な

か
言
葉
に
な
ら
ず
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
英
会
話

の
学
習
を
始
め
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今
で

は
留
学
や
海
外
で
の
研
究
経
験
を
経
て
、
〝
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
〞
で
も
伝
わ
れ
ば
良
し
、

の
開
き
直
り
の
境
地
（
？
）
に
達
し
ま
し
た
が
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
学
生
の
姿
を
見
て
、

そ
の
頃
の
自
分
を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。

今
回
、
明
治
大
学
側
の
学
生
は
学
部
生
と
大
学
院

生
が
半
々
程
度
で
構
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
学
部
学

生
に
と
っ
て
は
国
際
会
議
な
ど
の
研
究
の
場
に
飛
び

立
つ
前
で
の
貴
重
な
交
流
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
事

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
も
、
自
分
の
専
門
性
も
も
っ
と
磨
い
て
い
き
た
い
、

と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
想
を
引
き
出
せ
た
の
は
、

今
回
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
大
き
な
収
穫
の
一
つ
で
し
た
。

ま
た
、
大
学
院
生
の
参
加
者
は
同
年
12
月
に
行
わ

れ
た
国
際
会
議
に
お
い
て
高
麗
大
学
の
一
部
の
参
加

者
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
あ
り
、
再
び
交
流
を
深

め
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
の
定
期
的
な
研
究
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
学
生
が
自
発
的
に
資
料
を
英
語
で

用
意
し
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
今
後
の
発
展
に
期

待
が
持
て
ま
す
。

本
学
で
は
過
去
に
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
実
施
経
験
は
あ
り
ま
し
た
が
、
共
同
研
究

を
実
施
す
る
Ｂ
コ
ー
ス
で
の
開
催
は
今
回
が
初
め
て

で
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
請
か
ら
夏
休
み
期
間
の

教
室
の
確
保
、
宿
泊
先
・
航
空
券
の
手
配
等
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
学
部
事
務
室
の
関
係
職
員
の
方

に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
高
麗
大
学
と
明
治
大

学
の
更
な
る
交
流
発
展
の
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
並
び
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

へ
の
ご
尽
力
を
頂
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

プログラム修了後の記念撮影。招へい学生と明大学生ら（2列目左から2人目は執筆者の小野教授）
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